
1

□
□ 有効性
■ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　施策番号900番、昨年度で廃止した事業、指定管理者制度導入施設の管理運営事業などの評価対象外事業はこちらに記入。

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入） 実施区分

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

⑥
国民健康保険特別会計繰

出事業
企画財政室 国民健康保険特別会計への繰出事業

事業の一部が法
定事務

（千円）

1,107,921
※課題があるものは■

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

継続

④
介護保険特別会計繰出事

業
企画財政室

介護保険特別会計への介護給付費及び地域支援事業費に係る市負
担金や、介護保険特別会計に係る事務費の繰出

事業の一部が法
定事務

（千円）

3,761,282
※課題があるものは■

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題 今後の

方向性市民ニーズ、社会的役割

年度

継続

事業名 所管室課

事業名 所管室課

1,263,074
※課題があるものは■

平成 30 年度

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入） 実施区分

事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題 今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

※市民自治推進室において共済制度の廃止を検討しており、今後、検討内容
に応じて繰出事業についても対応していく必要がある。

平成 30 年度 縮小又は
再構築な
ど

②
交通災害・火災等共済特
別会計繰出事業

企画財政室
交通災害・火災等共済への加入に係る市負担分について繰出しを行
う。

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

3,528
※課題があるものは■

決算額（事業費）
評価の視点

事業名 所管室課 事業名 所管室課

一般事務事業 企画財政室

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

平成 30

事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入） 実施区分

平成 30 年度

継続

⑤
後期高齢者医療特別会計

繰出事業
企画財政室 後期高齢者医療特別会計への繰出事業

事業の一部が法
定事務

（千円）

880,737
※課題があるものは■

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

決算額（事業費）
評価の視点

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入） 実施区分

事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題 今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

平成 30 年度

継続

③ 財政調整基金積立事業 企画財政室
年度間の財源の不均衡を調整するために一般会計の剰余金等を基
金に積み立てる。

事業の一部が法
定事務

（千円）

事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入） 実施区分

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入） 実施区分

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題 今後の

方向性市民ニーズ、社会的役割
超高齢化社会への対応、公共施設の老朽化に伴う更新や健康・医療のまちづ
くりに係る取組が控えるなか、施策・予算の精査を今後も継続して行っていく。
予算要求所管と効率的な財政運営についての意識を共有するとともに、予算
要求から査定の業務を効率化する等、全庁的に業務改善に努める必要があ
る。

平成 30 年度

継続

① 財政事務事業 企画財政室
市の各種政策を実施するための予算措置を行い、予算が適正に執
行されているかどうかを管理するとともに、地方交付税に関する事務
等、吹田市の財政全般に関する事務を行う。

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

5,398
※課題があるものは■

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート

施策

枚のうち 枚目

施策コード

管理事業　　　　　　　　　　　　　　

評価対象年度 平成３０年度

3

811 効果的・効率的な行財政運営の推進

財政事務事業



2

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　施策番号900番、昨年度で廃止した事業、指定管理者制度導入施設の管理運営事業などの評価対象外事業はこちらに記入。

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

平成 30 年度

継続

⑦
勤労者福祉共済特別会計

繰出事業
企画財政室 勤労者福祉共済特別会計への繰出事業

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

6,982
※課題があるものは■

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

所管室課事業名 所管室課 事業名

（千円）

2,134,452
※課題があるものは■

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

市民ニーズ、社会的役割

平成 30 年度

継続

⑫
公共施設等整備積立基金

事業
企画財政室 公共施設等を整備する際に必要となる経費を積み立てる。

市が独自に実施し
ている事務

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入） 実施区分

※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入） 実施区分

0

今後の
方向性

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題 今後の

方向性市民ニーズ、社会的役割

平成

※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入） 実施区分

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題 今後の

方向性市民ニーズ、社会的役割

平成 30 年度

継続

⑩

377,574

一時借入金利子償還事業 企画財政室
一般会計の支払資金に一時的に不足が生じる場合に、基金や金融
機関等から資金を借り入れ、その際に発生する利子を支払う。

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

1
※課題があるものは■

元金償還事業 企画財政室
建設地方債及び赤字地方債の元金について、償還計画に基づいて
償還する。

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

4,780,169
※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

実施区分

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

平成 30 年度

継続

⑧

事業名 所管室課

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入） 実施区分

管理事業　　　　　　　　　　　　　　財政事務事業 3 枚のうち 枚目

事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入） 実施区分

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 平成３０年度

施策コード 811 施策 効果的・効率的な行財政運営の推進

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題 今後の

方向性市民ニーズ、社会的役割

平成 30 年度

継続

⑨ 長期債利子償還事業 企画財政室
建設地方債及び赤字地方債の利子について、償還計画に基づいて
償還する。

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

30 年度

継続

⑪ 公債費管理事業 企画財政室
証券発行方式で行った起債に係る証券の発行・管理に係る手数料を
支払う。

市が独自に実施し
ている事務

（千円）



3

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　施策番号900番、昨年度で廃止した事業、指定管理者制度導入施設の管理運営事業などの評価対象外事業はこちらに記入。

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 平成３０年度

施策コード 811 施策 効果的・効率的な行財政運営の推進

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入） 実施区分

管理事業　　　　　　　　　　　　　　財政事務事業 3 枚のうち 枚目

実施区分事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入） 実施区分事業名 所管室課

実施区分事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題 今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

平成

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

平成 年度

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

平成 年度

（千円）

※課題があるものは■

⑮
下水道事業会計負担金事

業
企画財政室

下水道事業に係る経費のうち、雨水処理に要する経費等について一
般会計が負担する。

事業全体が法定
事務

（千円）

※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題 今後の

方向性市民ニーズ、社会的役割

実施区分

実施区分

年度

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

平成 30 年度

継続（千円）

3,010,915
※課題があるものは■

（千円）

※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）

事業名 所管室課 事業名 所管室課

⑬ 予備費管理事業 企画財政室
不測の事態の発生に伴って緊急に予算外の支出又は予算超過の支
出を行わなければならない場合に備えて予備費を設ける。

市が独自に実施し
ている事務

地方公営企業法及び地方公営企業繰出金についての総務省通知等
に基づく経費について、一般会計から水道事業会計に繰出しを行う。

事業全体が法定
事務

（千円）

9,220
※課題があるものは■

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題 今後の

方向性市民ニーズ、社会的役割

平成 30 年度

継続（千円）

0
※課題があるものは■

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

平成 30 年度

継続

⑭ 上水道事業会計繰出事業 企画財政室


